
７月の主な行事（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が防災や食、地域とのつながりについて考え、防

災を身近に捉えるとともに、「自らの命を守る力」や「い

ざというときに行動できる力」を育むことを目的に、６月

１日（月）に「防災ＤＡＹ」を実施しました。 

1 時間目は、「日頃でき

ないことが非常時にできる

はずがない」をテーマに、北

九州市若松区における地域

防災の取組についての講演

が行われました。その後は

学年やグループに分かれ、防災と食にかかわるコンサー

トや、煙・水消火器体験、救命体験、ロープワーク体験、

蓄電車両の活用などの体験活動に参加しました。 

「防災ＤＡＹ」の実施にあたり、日本防災士会の皆様を

はじめ、消防署、自衛隊、企業の皆様方など、多くの講

師・ボランティアの方々にご来校いただきました。貴重な

講演やコンサート、体験活動を通して、生徒たちは防災

に関する新たな気づきや学びを得ることができ、大変有

意義な時間となりました。 

ご協力いただいた皆様に、紙面をお借りして厚く御礼

申し上げます。誠にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

また、６月１９日（金）には、今年度第１回めのシェイク

アウト訓練を実施しました。 

地震発生時、生徒が自らの身を守るための正しい判

断と行動をとること、そして教職員が生徒の安全確認を

迅速かつ円滑に行うことは極めて重要です。 

本校では、今年度も、総合的な学習の時間や、シェイク

アウト訓練等を通して、防災教育に継続して取り組んで

まいります。 

ご家庭におかれましても、

この機会にぜひ防災につい

て話し合っていただければ

幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前号に続き、本校の経営について発信させていただき

ます。はじめに、「経営の重点」の一つめ。 

 

 

についてです。 

本校は昨年度から2年間、福岡県より「防災の視点に

立った食に関する指導の推進」の研究指定を受けていま

す。開校以来培ってきた防災教育の基盤を大切にしなが

ら、日常生活や災害時など様々な場面を想定し、望まし

い食生活の在り方について自ら考えることができる生徒

の育成をめざします。 

昨年度の実践をベースに、防災と食について考えを深

める場の設定や「防災給食」の実施などを通して、生徒

の食に関する力をさらに高めてまいります。なお、本年

11月には、県内の小中学校に向けた研究報告会も予定

しています。 

次に、経営の重点の二つめ。 

 

 

についてです。 

本校が、長年取り組んできている活動ですが、今年度

も計画的なリレーション活動や「学びの共同活動」を基

盤とする授業実践を継続してまいります。これらを通じて、

互いに良い影響を与え合える関係を築き、生徒間のつな

がりを育んでいきます。 

また、今年度はリーダーの育成にとどまらず、「フォロ

アーの育成」にも注力いたします。具体的には、1・2 年

生が主体的に活躍できる場の設定や「フォロアー会」の

実施を通して、双方が「支え・支えられる、つながりのあ

る関係」の構築に努めてまいります。 

 

 

 

７/１（水） 交通安全指導 

７/３（金） 中体連糟屋区大会（水泳） 

７/８（水） 生徒の時間（いじめゼロサミット） 

７/９（木） PTA運営委員会 

７/11（土） 中体連筑前地区大会（～１８日） 

７/1７（金） 1学期終業式 

防災拠点校としての取組 
-防災DAY、シェイクアウト訓練- 学校の経営方針について Part２ 

防災の視点に立った食に関する指導の充実 

Community School Shinguhigashi junior high school since 2019

 
         新宮東中ＣＳだより 

生徒数 460名 

１年生 ２年生 ３年生 

154名 171名 135名 

 

令和８年６月２５日 NO.３ 

新宮町立新宮東中学校 

校長 大島 弘光 東 風 

縦のつながりと横のつながりのある互恵関係を築

く協働的な活動の充実 

 

地域防災に係る講演 

救命体験の様子 

シェイクアウト訓練の様子 

水消火器体験の様子 


